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青海省のクンブム寺院におけるチョルテンの研究
当 　　　　智
Field Survey of the Mchod Rten at the Sku’bum Temple  
in Qinghai Province
DANG Zhi
The Ta’er Temple （Tibetan: “sku’bum byams pa gling”） is the birthplace of master 
Tsongkhapa, a founder of the Gelug Sect of Tibetan Buddhism, which was also one of the 
six major temples of the Gelug Sect. Master Tsongkhapa’s mother built a lotus mchod 
rten, the predecessor of the Ta’er Monastery, about 600 years ago. The Ta’er Temple 
（Chinese: Taer-si） is a Chinese name. After master Tsongkhapa’s mother built the lotus 
mchod rten, which was known as the Bodhi Silver Mchod Rten, Renqin Zongzhe extended 
the Maitreya Buddha Temple there. For regarding the Buddhist mchod rten and Buddhist 
temple, the local people called the buildings as “Ta’er Monastery.”
This article is going to basic on a prospection of cultural interaction to illuminate 
the history of the stupas in the Ta’er Temple. First, this article focuses on the lotus 
mchod rten and its transformation. Then, examine the style between the origination of 
the temple and spiritual mchod rten. Lastly, summarize the approximate building year 
and building style of the Street mchod rten and Eight Stupa in the Ta’er Temple.
Keyword: Tsongkhapa, Seldon Chorten, Kumbum Temple, Religious Tower
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はじめに
　クンブム寺はチベット語では、クンブム・シャムパーリン、中国語では塔爾寺（とうじじ、タールじ）
と表記される。日本語ではタール寺、クンブン寺、クンブムとも呼ばれるが、本稿では「クンブム寺」
で統一する。クンブム寺は現在では、アムド地域に含まれる青海省西寧郊外の湟中県に位置するゲルク
派（dge lugs pa）の寺院である。同寺はアムド地方における主要な寺院のひとつであり、祖師ツォンカ
パ（tsong kha pa、1357年-1419年）1）の生誕の地としても知られる。この地にツォンカパの母親によっ
1 ） ツォンカパはチベット仏教の歴史において、最も重要な高僧である。現在、チベット四大宗派の中で最大勢力を持
つゲルク派の開祖として知られる。アムド地方（青海省）出身で、生まれた村の名が「ツォンカ」というところか
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て建立されたセルドンチョルテンに由来する。現在このチョルテンがある場所は、セルドンチェンモ
（gser sdong chen mo, 大金瓦殿）という仏殿として認定されている。
　本稿では、まずツォンカパの誕生から、セルドンチョルテンが建造された背景について分析する。そ
の後、クンブム寺あるいは塔爾寺という名称の由来を分析し、最後にクンブム寺に現存している霊塔お
よび、その他のチョルテンが建造された年代と様式を検討したい。
一　ツォンカパの誕生とセルドン（gser sdong）チョルテン
1 　ツォンカパの誕生
　ツォンカパはチベットアムド地域ツォンカ2）という地方で父親タラカチェ・ルブムゲ（da ra kha che・
klu ’bum dge）と母親シャンザアチィ（shing bza’ a chos）のもとに生まれた。三歳の時に法王カルマ
パ・ロルペドルジェ3）によって戒を受け、クンガニャンポ（kun dga’ snying po）と名付けられた4）。当
時、シャチョン寺5）の寺主であるチジェ・ドンドゥプリンチェン6）が、ツォンカパが三歳になった時「法
王トンドゥプリンチェン（don grub rin chen）がこの主様（ツォンカパ）の父君に招かれた。その時、
彼（トンドゥプリンチェン）は父君に馬や羊などの様々な賜物を無量になさられて、『汝の息子を私に頂
けないか』とおっしゃられ、父君も同意されて喜んでツォンカパを献じられた。」7）と言う。
　七歳の時、シャチョン寺で幼年僧の戒をドンドゥプリンチェンから授かり、ロサンタクパ（blo bzang 
grags pa）と命名された。十六歳（1373年）になると学問修行のために、アムド地域より中央チベット
に向かい、聖者レンダーワから経を受け、その後、『善説金の輪』を著し、ウマパ（中観思想）を介して
ら、その名がある。「ツォンカ村出身者」と言う意味である。ロザン・タクパ（blo bzang graga pa）というのが僧
侶としての正式の名であるが、一般に「ツォンカパ」の名で知られる。詳しくは、石濱裕美子、福田洋一『聖ツォ
ンカパ伝』大東出版社、2018年 2 月を参照。
2 ） ツォンカという地方はアムド地域の東側を指しており、吐蕃王朝の後裔であるチョセィ（rgyal sras、唃厮啰997
年-1065年）が支配したツォンカ王朝地域である。現在は青海省湟中県塔爾寺である。詳しくは、崔永紅，張得祖，
杜常順 主編『青海通史』青海人民出版社、2016年 1 月、180-184頁を参照。
3 ） カルマパ・ロルペドルジェ（kar ma pa rol pa’i rdo rje 1340年-1383年）とはチベット仏教の四大教派のひとつカ
ギュ派のカルマパ第四世であり、1357年、元朝のトゴン・テムルハーンより北京へ招待された。ドンカル・ロザン
チンリ（dung dkar blo bzang’ phrin las）『dung dkar tshig mdzod chen mo』中国蔵学出版社、2009年、32-34頁
を参照。
4 ） 前掲　ドンカル・ロザンチンリ『dung dkar tshig mdzod chen mo』、1676頁。
5 ） シャチョン寺院（bya khyung dgon pa, 夏瓊寺）は、現在の青海省化隆県に属しており、チィジェ・トゥンドゥプ
リンチェン（chos rje don grub rin chen）が1349年建立した。当時はカダム派の寺院であったが、ゲルク派は発展
に伴い、現在ではゲルク派の寺院である。ツォンカパが最初出家した寺院として認められている。
6 ） チィジェ・トゥンドゥプリンチェン（chos rje don grub rin chen 1309年-1385年）はツォンカパの恩師であり、ア
ムド地域の仏教発展に非常に貢献した人物であると考えられている。詳しくは、前掲ドンカル・ロザンチンリ『dung 
dkar tshig mdzod chen mo』、1108-1109頁を参照。
7 ） 前掲　石濱裕美子、福田洋一『聖ツォンカパ伝』、29頁。
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文殊から教えを受けた。ほかにもジンチの弥勒寺を復興したといった事績8）がある。
　彼は、1373年に中央チベットに行くと、そのまま帰郷することはなかった。ツォンカパはカダム派お
よび、ニンマ派、サキャ派など宗教論をまとめ、現在のチベット仏教の最大宗派、代々のダライ・ラマ
の所属するゲルク派（黄帽派）の基礎を形成した。また、チベット仏教において、「第二仏陀、rgyal ba 
gnyis pa」という尊称も存在している。
　前述したようにツォンカパは生涯帰郷することはなかったため、母親はツォンカパを想わない日はな
かった。そのためツォンカ地域であるクンブムでセルドンチョルテンが建立されたと言われる。
2 　セルドンチョルテンの建造
　セルドンチョルテンはツォンカパの母親シャンザ・アチィがツォンカパの胎衣を内蔵物として建立し
たチョルテンである。このチョルテンを建立した背景については以下のようにある。
塔爾寺最初創建的起源，據傳是由於宗喀巴人藏彌法後一去不返，他的母親因為年紀老了很想念他，
於是寫了一份信並附了一束自己的白髮請人帶到西藏去，希望因此打動宗喀巴，令他返家，但是宗喀
巴為了彌法事業，始終沒有回來，只寫了一封回信並附自己的畫像和一尊獅子吼佛像。他母親於是根
據宗喀巴大師信中的囑託，在此處見了一座蓮舉寶塔。9）
　ツォンカパは一生帰郷することはなかったが、母親からの手紙に対して一通返事を送ったという。こ
れがツォンカパが母親に対して送った唯一の手紙である。当時、ツォンカパと母親の手紙の内容に関し
て、クンブム寺志である『chos sde chen po sku ’bum byams pa gling gi gdan rabs rten dang brten 
par bcas pa’i dkar chag ched du brjod pa don ldan tshangs pa’i dbyangs snyan zhes bya ba bzhugs 
so』（以下には『クンブム寺志』と記す）に次のように記載がある。
ツォンカパ（tshong kha pa）が22歳の時、大明11年、母親が「自分は年を取った老人であるので、
故郷に帰ってきて欲しい」と言って、自分の白い髪と一緒に送った（当時、ツォンカパはラサにい
る）。ツォンカパ（tshong kha pa）はチベット仏教の修行及び、さらには、チベット仏教に貢献す
ることが大事であると考えて、故郷に戻らない決心をした。返信の手紙とともに、村（現在の湟中
県）にいる全ての人間及び、母親と姐にツォンカパ自身のタンカ（tang kha）10）を一つずつ、さらに
「獅子吼佛像」11）を印刷できるもの一尊と、瓶像を送ったとある。12）
8 ） ツォンカパのアムドから中央チベットに行き、涅槃するまでのチベット仏教における業績ついての詳細は、前掲、石
濱裕美子、福田洋一『聖ツォンカパ伝』252-276頁を参照。
9 ） 佛教小百科、全佛編輯部編『西蔵地区寺院与佛塔』中国社会科学出版社、2003年 1 月、241頁。
10） タンカ（thang kha）とは主にチベットで仏教に関する人物や曼荼羅などを題材にした掛軸である。
11） 当時の「獅子吼佛像 rgyal ba seng ge’i nga ro」図像がどのようなものか現在では不明であるが、印刷された数で
考えると小図像であると考えられている。さらに、この図像は獅子の様式に似ている可能性がある。
12） セルトク・ロザンツタムジャツォ（gser tog blo bzang tshul khrims rgya mtsho）chos sde chen po sku’bum byams 
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rje dgung lo nyer gnyis bzhes pa rgya nag gong ma’i rgyal sar ta’i ming rgyal rabs thog ma 
the’i tsus dbang bsgyur ba’i gnam lo bcu gcig pa rab byung drug pa’i dus kyi pho nya zhes pa 
sa rta’i lor, yum gyis rgas tshul dang, mdo smad du ’byon dgos kyi zhu yig skra’i lan bu dkar 
po dang bcas phul bar, mdo smad du phebs dgos pa chung bar gzigs nas mi phebs par thag 
bcad de, yum dang phyogs ’di’i ’gro ba rnams rzhes su bzung ba dang…… yum dang a ce gnyis 
la rje nyid kyai sku thang re dang rgyal ba seng ge’i nga ro’i sku dpar gcig bde mchog gi bum 
sku bcas gnang．
　このチョルテンが建立された年代について『西蔵地区的寺院与佛塔』では「最初に建立したのは明洪
武十二年（1379年）であり、クンブム寺における最初の建物として造られた」13）とされる。以下の図はツ
ォンカパのセルドンチョルテン（gser sdong mchod rten）あるいは、記念とされるチョルテンである。
図 1 　ツォンカパのセルドンチョルテン（記念チョルテンとも）
　このチョルテンが建立された年代については上に述べたほかに、『クンブム寺志』にも見られる。ツォ
ンカパが22歳の時、1379年に母親及び村人の手伝いで「獅子吼佛像 rgyal ba seng ge’i nga ro」を10万
部印刷した。さらにツェンテンジョンパ（tsan dan ljon pa, 菩提樹或いは枝叶繁茂）をチョルテンの柱
として蓮華のチョルテン（pad spung mchod rten）様式で建立されたとある14）。
　以上で述べたように、このチョルテンが最初に建立された年代は1379年であったのは明らかである。
ただ、現在このチョルテンの様式は蓮華のチョルテン（pad spung mchod rten）ではなく、八大チョル
pa gling ge gdan rabs rten dang brten par bcas pa’i gkar chags ched du brjod pa don ldan tshangs pa’i dbyangs 
snyan zhes by aba bzhugs so ,chos sde chen po sku’bum byams pa gling、2015年12月、33頁。
13） 前掲、佛教小百科、全佛編輯部編『西蔵地区的寺院与佛塔』、244頁。
14） 前掲　セルトク・ロザンツタムジャツォ『クンブム寺志』、34頁。
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テンに属する菩提チョルテン（byang chub mchod rten）に変容している。以下は変容の過程について
論述する。変容に関して『クンブム寺志』に以下のように記載がある。
1560年、以前の蓮華チョルテン（pad spung mchod rten）は多種法門のチョルテン（bkra shis sgo 
mang mchod rten）に変化し、そして、勝利のチョルテン（rnam rgyal mchod rten）、涅槃のチ
ョルテン（myang ’das mchod rten）、シャンジョン・ナンソ（zhing sgyong nang so）15）は天降の
チョルテン（lha babs mchod rten）、和合のチョルテン（dbyen ’dum mchod rten）に変更され
た。16）
Sa lug lo nas lo brgya brgyad bcu gya gcig nas sngar gyi pad spung mchod rten gsar gsos kyis 
bkra shis sgo mang mchod rten du bsgyur de nas rim bzhin rnam rgyal mchod rten dang rab 
gza’ kun ldan lcags byi lor myang ’das mchod rten zhing skyong nang sos lha babs mchod rten 
men gru rjes dbyen ’dum mchod rten du bsgyur。
　このように変化の過程が述べている。ただ、寺志では多種法門のチョルテン（bkra shis sgo mang 
mchod rten）以後の修復した年代についてはっきりとは記されていない。しかし、『西蔵地区的寺院与
佛塔』において、「到了明嘉靖三十九年（公元1560年），仁钦宗哲坚参为纪念宗喀巴大师的诞生地，遂在
塔前建立了一座小寺。起初只有十余僧人，后来逐渐发展到四五十僧人。明万历五年（公元1577年），他又
建立了一座弥勒佛殿，塑了一座弥勒佛像因此寺名成为‘古本贤巴林’。」17）と述べている。また、漢文訳の
『塔爾寺志』においても、以下のように記載がある。
在此聖地上建立起了教法源流從何而來的根本所依—特出美妙圓滿，猶如無熱惱大海般的寶塔，計從
已未年「大明洪武十二年公元1379年」起經過一百八十一年之間，由青海的多代王統傳嗣，以及辛迥，
奇甲，魯綳，木雅，思納措哇等處的城，牧二眾在寶塔之上復修建佛殿和外圍牆坦，並重新培修原先
‘聚蓮寶塔’使其改變成為‘吉祥多門寶塔’。18）
　以上の解説によると1577年、リンチェン・ツォンディジャツェン（rin chen brtson ’grus rgyal mtshan）
が再度弥楽仏殿を建立したのだという。したがって、この時に多種法門のチョルテン（bkra shis sgo 
mang mchod rten）が勝利のチョルテン（rnam rgyal mchod rten）に変容した可能性がある。そして、
和合のチョルテン（dbyen ’dum mchod rten）から現在の菩提チョルテン（byang chub mchod rten）
に変容した年代について、ソナムツェラン氏が「明万历十年公元1582年，三世达赖喇嘛索南嘉措为莅临
15） シャンジョン・ナンソ（zhing sgyong nang so）の名称について、『クンブム寺志』では詳細な記載がないため、不
明であるが、名称で考えると当時の村人に関係しているタル寺修復会であると考えられる。
16） 前掲　セルトク・ロザンツタムジャツォ『クンブム寺志』37頁。
17） 前掲、佛教小百科、全佛編輯部編『西蔵地区的寺院与佛塔』、241頁。
18） セルトク・ロザンツタムジャツォ著、尖参公保 主編『塔爾寺志』漢訳文、2015年12月、48頁。
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塔尔寺，将此塔由息净塔形改建为菩提塔。」19）と述べているが、『クンブム寺志』には以下のような記載が
ある。
明朝15代皇帝（朱由校）天啓 2 年（1622年）、ダライ・ラマが言った通りに、和合のチョルテン
（dbyen ’dum mchod rten）から現在の菩提チョルテン（byang chub mchod rten）に変容した。20）
Ta’i ming rgyal rabs bco lnga pa the ’an chi khri bzhugs nas gnam lo gnyis pa rab phyogs kun 
’dzin sa byi lor. rgyal dbang rin po che’i bka’ bzhin dbyen ’dum mchod rten chen mo byang 
chub mchod rten gyi rnam par bsgyur.
　上の記載には問題があると考えられる。なぜなら、明朝15代皇帝（朱由校）天啓 2 年（1622年）に、
ダライ・ラマが言った通り、和合のチョルテン（dbyen ’dum mchod rten）から現在の菩提チョルテン
（byang chub mchod rten）に変更された。そして後にダライ・ラマ五世となるンガワン・ロザンジャツ
ォ21）が 6 歳でトウルク（sprul sku, 転世霊童）に認められた年でもある22）。ダライ・ラマ五世の年齢で考
えると、当時の和合のチョルテン（dbyen ’dum mchod rten）を現在の菩提チョルテン（byang chub 
mchod rten）に変更させたとする可能性はが低い。さらに、トウルク（sprul sku, 転世霊童）は名称だ
けで政治的な権利を持っていない。
　つまり、このチョルテンの特徴は、大金瓦殿の中に保存されていること。また、別の寺院のチョルテ
ンと違い、最初にチョルテンが建立され、後に寺が建造されたのである。つまり通常の順序とは異なる
のである。また、このチョルテンの外側の様式はすべて「金、銀、珠、宝」で飾られている。これに関
しては、ソナムツェラン氏が以下のように述べている。
宗喀巴紀念塔矗立在大金瓦殿正中，上下貫通的天井中，塔高11.26米，塔底周長20米，面積25平方
米。佛塔為典型的藏式塔形，塔基和塔身均用純銀作底，表面鎦金，上嵌紅珊瑚，青金石，瑪瑙，綠
松石等珠寶。塔頸一周以銀質流雲飾之，頂飾為銀質鎦金覆盤，上置鍍金蓮座，蓮座上面鑲嵌日月珠
寶，在燈光的反射下恍如真的一般，極為珍貴。23）
　このように、セルドン（gser sdong）チョルテンは珊瑚、瑪瑙、ターコイズなど、珍しいものを使用
して建造されている。以下の表にセルドンチョルテンの年代と変容順番を整理した。
19） ソナム・ツェラン『中国佛塔』、青海民族出版社、2002年 9 月、392頁。
20） 前掲　セルトク・ロザンツタムジャツォ、chos sde chen po sku’bum byams pa gling ge gdan rabs rten dang brten 
par bcas pa’i gkar chags ched du brjod pa don ldan tshangs pa’i dbyangs snyan zhes by aba bzhugs so．40頁。
21） ダライ・ラマ五世ンガワン・ロザンジャツォngag dbang blo bzang rgya mtsho、1617年-1682年。詳しくは、ジェ
モドゥパ（rgyal mo ’brug pa）、『bod kyi lo rgyus gleng ba’i gtam』、民族出版社、2006年、361-371頁を参照。
22） 前掲、ジェモドゥパ『bod kyi lo rgyus gleng ba’i gtam』、361頁。
23） 前掲、ソナムツェラン『中国佛塔』、391頁。
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表 1 　セルドンチョルテンの変容
年代 チョルテンの名称 建造者 所在地
1379年
ぺポンチョルテン
（pad spung mchod rten, 蓮華塔）
シャンザアチィ（shing bza’a a 
chos）ツォンカパの母親
生まれた地方（現在の金瓦殿）
1560年
タシゴマンチョルテン
（bkra shis sgo mang mchod rten, 
吉祥多門塔）
青海王統及び周辺の村人 金瓦殿
不明
ナムジェチョルテン（rnam rgyal 
mchod rten, 勝利の塔）
シャンジョン（幸迥24）） 同上
庚子年（1600年）
ニャンディチョルテン
（myang ’adas mchod rten, 涅槃の塔）
不明 同上
ラプチョルテン
（lha babs mchod rten, 天降の塔）
幸迥内部 同上
イェンデムチョルテン
（dbyen ’dum mchod rten, 和合の塔）
メントゥチィジェ（men gru chos 
rje, 扪珠法王）
同上
1622年
シャンチゥプチョルテン
（bayng chub mchod rten, 菩提塔）
ダライラマ五世ンガ　アン・ロザ
ンジャツォ（ngag dbang blo bzang 
rgya mtsho）25）
同上
二　クンブム寺名の由来
　クンブム寺の名前の由来に関して『西蔵的寺院与佛塔』によれば以下の通りである。
關於塔爾寺寺名的由來，與格魯派始祖宗喀巴有直接關係。塔爾寺原名為塔兒寺，即得名於寺中大金
瓦殿內紀念宗喀巴的大銀塔。而藏語稱之為‘古本’的原因為，相傳宗喀巴即降生於此處，當他，誕
生後，他的母親將胎衣埋藏在今日大銀底下。後來該地生出一株菩提樹，枝葉繁茂，每葉上出現獅子
吼佛像一尊。因此塔爾寺藏語稱為‘古本’，就是十萬佛像的意思。26）
　次に人々のセルドン（gser sdong）チョルテンに対する信仰について説明したい。
24） 幸迥はチベット語の発音であり、当時の村人に関して、クンブム寺修復会であると考える。この名称は、前掲、セ
ルトク・ロザンツタムジャツォ著、尖参公保 主編『塔爾寺志』漢訳文、48頁に記載している。
25） 『クンブム寺志』では「ダライ・ラマ」という名称だけである。1622年はダライラマ五世の時代であるが、まだ六歳
であり、在位していなかった。これに関して、また深く考える必要がある。
26） 前掲　佛教小百科、全佛編輯部編『西蔵地区的寺院与佛塔』、240頁。
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図 2 　ツォンカパを記念するチョルテンに向かい五体投地をしている信者
　上の図はツォンカパ（tsong kha pa）を記念するセルドン（gser sdong ）チョルテン前で定置して五
体投地を行っているものである。一人が108回から1000回まで行っている。定置の五体投地を行う場合
は、必ず靴を脱いでから行う。その理由については不明である。恐らく、靴を脱ぐことによって尊敬の
意を表すのであると考えられる。
三　クンブム寺の霊塔について
1 　ダライ・ラマ三世（bsod nams rgya mtsho）のクドンチョルテン（霊塔）
　ダライ・ラマ三世ソナムジャツォ（bsod nams rgya mtsho1543-1588年）はモンゴルのアルタン・ハ
ーンが青海へ遠征した際に招聘を受け、説法を行った。これにより、アルタン・ハーンはチベット仏教
に感銘を受けたという。そして、青海でゲルク派の転生僧であるソナムジャツォと面会し、転輪聖王号
を授けられた。一方、ソナムジャツォはアルタン・ハーンから「ダライ・ラマ」、チベット語で（khyab 
bdag rdo rje ’chang ngam rgya mtsho’i bla ma rdo rje ’chang）という称号を贈られた27）。このよう
に、ソナムジャツォはダライ・ラマ三世と記されるが、この称号を授かった最初の人物である28）。クンブ
ム寺では「达赖遍知殿」があり、その仏殿の中にダライ・ラマ三世ソナムジャツォのクドンチョルテン
（sku gdung mchod rten, 霊塔）が建立されている。
27） ジェモドゥパ（rgyal mo ’brug pa）『bod kyi lo rgyus gleng ba’i gtam』mi rigs dpe skrun khang、1995年10月、
357頁。
28） 前掲　ジェモドゥパ（rgyal mo ’brug pa）『bod kyi lo rgyus gleng ba’i gtam』356-357頁。
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図 3 　ダライラマ三世の霊塔
　上の説明の原文としては以下の通りである。
遍知殿是一座兩層歇山式碧琉璃瓦屋建築，兩側檐廊裝有嘛呢經輪，該殿建於1590年，是為紀念塔爾
寺的創建和藏傳佛教格魯派教義在安多及蒙古地區傳播做出了不可磨滅功勛的第三世達賴喇嘛索南嘉
措而修建的。寺院有些重大佛事活動曾經都在這個殿堂舉行。遍知殿正中供奉的靈塔是三世達賴喇嘛
索南嘉措舍利靈塔，塔龕供有三世達賴喇嘛親自開光的銀制身像和生前用過的金剛杵等法器，靈塔周
圍的佛龕內供有一千尊釋迦牟尼姿金像，該殿是寺院舉行四大法會期間演示宗教舞蹈即跳羌姆的後
台。殿前的大院是四大扎倉經院之一的顯宗經院辯經習法的辯經院。29）
　これに関しては、さらに拉科・益西多杰『莲花圣地 塔尔寺』において、以下のように述べている。
達賴遍知殿的由來，公元1588年農曆三月二十六日，三世達賴喇嘛應朝廷之招，在趙赴京途中的內蒙
古扎噶蘇台地方圓寂。1590年，塔爾寺僧眾以三世達賴喇嘛的靈骨舍利和明王朝賜給三世達賴喇嘛供
物作胎藏，修造一座菩提形靈塔，並為靈塔修建了殿堂因而又稱達賴喇嘛的靈塔殿。該靈塔殿是寺院
為紀念對塔爾寺創建起過重大作用的三世達賴喇嘛而特地修建的，所以在西藏布達拉宮中沒有沒有三
世達賴喇嘛的靈塔。30）
　このダライ・ラマ三世のクドンチョルテンの様式は菩提チョルテンの形で造られており、高さは 6 - 7
29） 遍知殿の説明はチベット語および中国語、英語で書いている。ここでは中国語を引用した。
30） 拉科・益西多杰『莲花圣地 塔尔寺』青海人民出版社、2013年12月、115-116頁。
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メートルある。材質は銅で建造されており、外側は全て宝石で飾られている。最初に建立された年代は
1590年であったことが明らかになっている。しかし修復された年代によって、様式も変容されているよ
うであり、詳しい年代や建立した人物についてはわからない。表にまとめると次のようになる。
表 2 　ダライラマ三世霊塔の変容
年代 チョルテンの名称 建造者 所在地
1590年
イェンダムチョルテン
（dbyen ’dum mchod rten, 
和合の塔）
クブム寺の僧衆 达赖遍知殿
シャンチィプチョルテン
（byang chub mchod rten, 
菩提塔）
同上
1642年 同上
2 　ラマ・ウセジャツォ（bla ma ’od zer rgya mtsho）のクドンチョルテン（霊塔）
　ラマ・ウセジャツォ（bla ma ’od zer rgya mtsho）について『クンブム寺志』では以下のように記載
がある。
クンブム寺の第一寺主ラマ・ウセジャツォ（bla ma ’od zer rgya mtsho）は、大明朝第十二皇帝
（嘉靖天年）六年生まれ。ラマ・ウセジャツォ四十七歳の時、大明朝十五代皇帝（朱由校）天啓三年
（1623年）に弥勒仏殿および弥勒仏七歳時の姿の仏像が建立された。31）
Gdan rabs khri chen dang po rtsa ba’i bla ma ’od zer rgya mtsho ni, ta’i ming rgyal rabs bcu 
gnyis pa kya jing gnam lo drug pa rabs byung dgu pa’i dmar ser can me sbrul lor sku ’khrungs 
dgung lo zhe bdun bzhes pa ta’i ming rgyl rabs bco lnga pa the ’n chi gnam lo bco brgyad pa 
rab phyogs khro mo shing ’brug lor rje btsun byams pa mgon pod gung lo bdun pa’i tshad kyi 
snang snyan gtsug lag khng gsar bskrun byas.
図 4 　弥勒仏殿内の弥勒仏
31） 前掲　セルトク・ロザンツタムジャツォ『クンブム寺志』44-45頁。
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　『クンブム寺志』（チベット語版）によると、ラマ・ウセジャツォ（bla ma ’od zer rgya mtsho）は、
明朝第十二皇帝（嘉靖天年）六年生まれとあるが、『クンブム寺志』（漢文訳）において、「大明世宗嘉
慶、藏文误为第十二代皇帝，实际是第十一代皇帝」32）と記載がある。明の第十二代皇帝の世宗（1507-1567
年）在位（1521-1567年）の号嘉靖であるため、『クンブム寺志』（チベット語版）は間違いの可能性があ
る。嘉靖六年に生まれたとすれば1527年になる。ラマ・ウセジャツォ（bla ma ’od zer rgya mtsho）四
十八歳の時に弥勒仏殿が建立されたとしたら1575-1576年である。33）
　　　　　　　　　　　図 5 　弥勒仏殿の説明　　　ラマ・ウセジャツォ（沃赛嘉措）のクドンチョルテン
　弥勒仏殿の説明の原文は以下のようである。
弥勒（マイトレーヤ）仏殿はもともと「賢康貢瑪」と称され、西暦1577年（明万暦五年）に禅師で
ある貢巴仁欽宗哲堅参により建てられた。殿内には十二歳の姿のマイトレーヤ仏像が祭られていま
す。また、三面の壁で貴重な価値を持つ時代色豊かな壁画が描かれており、当殿の創設者と初代法
台の沃賽嘉措の銀質霊塔が設置されています。34）
　これについて、また拉科・益西多杰が以下のような解釈がある。
喇嘛沃赛嘉措早在公元1604年就兴建了下弥勒佛殿，即后来的释迦牟尼殿，因他对塔尔寺的建设和佛
教文化做出了很大贡献，当他圆寂后寺院活佛，僧人为他用优质木料造了木质灵骨塔，塔上镶嵌了许
32） セルトク・ロザンツタムジャツォ著、尖参公保 主編『塔爾寺志』漢訳文、81頁。
33） ラマ・ウセジャツォ（bla ma ’od zer rgya mtsho）の誕生年代は『クンブム寺志』（漢文訳）を基づいた。
34） 「弥勒仏殿」の説明ではチベット語、および中国語、英語、日本語、韓国語で書かれている。ここでは日本語を引用
した。
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多宝石，以示对他的表彰纪念。35）
　つまり、ラマ・ウセジャツォ（bla ma ’od zer rgya mtsho）の死亡年代も複雑であるが、17世紀前後
と考えたほうがいいだろう。この弥勒仏殿の左側にラマ・ウセジャツォ（bla ma ’od zer rgya mtsho）
の霊塔（sku gdung mchod rten）が保存されている。様式は和合のチョルテンで建造されている。
3 　リンチェン・ツォンディジェツェンのクドンチョルテン
　リンチェン・ツォンディジェツェン（rin chen・brtson ’grus rgyal mtshan）のクドンチョルテンは
クンブム寺の弥勒仏殿に保存されている。これに関して、拉科・益西多杰氏が以下のように解釈してい
る。
彌勒佛殿初建時，有一棵自然生長在這裡大樹，木匠施工時在原樹位置防線建殿，這棵樹成了殿內右
前方的天然柱，這根天然柱至今完好無損，寺僧把此柱視為［神柱］，專門用白布裏圍好，柱上掛滿了
吉祥哈達，以表示敬奉。殿內有一座靈塔，是彌勒佛殿的創建者仁欽宗哲堅贊禪師的靈骨塔。36）
　弥勒仏殿内には弥勒仏像があり、仏殿の「右側にリンチェン・ツォンディジェツェンの霊塔が置かれ
ている」37）。
図 6 　リンチェン・ツォンディジェツェンのクドンチョルテン
　このクドンチョルテンは弥勒仏殿内にあり、弥勒仏が中央に安置され、右側に高僧のチョルテンが造
35） 前掲　拉科・益西多杰、『莲花圣地塔尔寺』69頁。
36） 前掲　拉科・益西多杰、『莲花圣地塔尔寺』84頁。
37） タゴンパ・コンチョクテンパラプシェ（barg dgon pa・dkon mchog bstan pa rab rgays）
 『mdo smad chos ’byung』kan su’u mi rigs dbe skrun khang, 1982年 3 月、162頁。
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られている。様式は菩提チョルテン形であり、材質は銅である。高さは3.5- 4 メートルあり、前後も1.5
メートル程ある。
四　他のチョルテン
1 　シャンチゥプ（byang chub）チョルテン
　クンブム（塔爾寺）の北側にあるシャンチゥプチョルテン（byang chub mchod rten、菩提仏塔）は、
第四ラマペンポパ・シラプぺザン（’phan po ba shes rab dpal bzang）38）が三十七歳の時、クンブム寺
の住持（dgon bdag）となり建立したと考えられている。
図 7 　クンブム寺院北側にある菩提チョルテン
　このチョルテンについて、『藏伝佛教視覚芸術典藏－佛塔』には以下の通りある。
青海省湟中縣塔爾寺的菩提塔是建於公元1629年，塔底周長34米，高13.3米，通體呈白色，塔剎飾以
鎦金銅傘，呈金黃色，上承接日月飾形，是一座典型的藏傳佛教覆缽式佛塔，塔內珍藏着藏傳佛教各
派高僧學者的額骨及泥塑佛像，銅製小佛像等。39）
　上の説明ではシャンチゥプチョルテン（byang chub mchod rten）が建造された年代と高さ、および
塔基（sa ’dzin）周長、チョルテン全体の色と飾り物を解説している。『クンブム寺志』でも以下のよう
38） 『クンブム寺志』ではラマペンポパ・シラプぺザン（’phan po ba shes rab dpal bzang）が三十七歳の時、第四クン
ブム寺の住持（dgon bdag）となる、とあるが詳しい史実はまだ不明である。
39） 意娜（意西娜姆）編『藏传佛教视觉艺术典藏－佛塔』、青海人民出版社、2015年 4 月、24頁。
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に記載がある。
第四ラマペンポパ・シラプぺザンが三十七歳の時にクンブム寺（塔爾寺）の住持（dgon bdag）と
して認められた。彼はクンブム寺の歴史をまとめて目次を作った。そして、明朝の最後の皇帝崇禎
（1611-1644年、在位1627-1644年）の崇禎二年に、寺院北側にシャンチゥプ（菩提塔）が建立され
た。40）
khri chen bzhi pa ’phan po pa shes rab dpal bzang ni gnam lo so bdun pa rab phyogs khrag 
skyug chu phag lor khri chen la ’khod sku’bum skar chags bsdus pa shin du legs pa mdzad de 
deng dus dpe rgyun dkon no ta’i ming rgyal rabs tha ma khrung krin gnam lo gnyis pa lor 
dgon pa’I byang ngos kyi byang chub mchod rten gsar du bzhengs.
　寺志の記載によって、明朝の皇帝崇禎在位二年の1629年にクンブム寺のシャンチゥプチョルテン（byang 
chub mchod rten）が建立されたことが確定できる。
2 　ティコル（dus ’khor）チョルテン
　ティコルチョルテン（dus ’khor mchod rten）は中国語で「時輪大塔」であり、時輪塔ともいう。こ
のチョルテンは『bod lugs mchod rten』（藏式佛塔）において、「デドゥチョルテン bdud ’dul mchod 
rten」（降魔塔）とも呼称される。41）筆者はティコルチョルテンで統一する。様式の図像は以下のようで
ある。
図 8 　ティコルチョルテン（dus ’khor mchod rten　時輪仏塔）
40） 前掲　セルトク・ロザンツタムジャツォ『クンブム寺志』、47頁。
41） コンチョク・テンヅンとチンリ・ギュルツェン（dkon mchog bstan ’dzin, ’phrin las rgayl mtshan）『bod lugs 
mchod rten』、民族出版社、2007年 5 月126頁。
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書き入れは筆者による
　このティコルチョルテン（dus ’khor mchod rten）が建立された年代は明確ではないが、『藏伝佛教
芸術典藏－寺院建筑』においては、「1776年（清乾隆41年）、如来八塔および、その前後に建立された時
輪塔」42）とある。また、『蓮花圣地 塔爾寺』では「1942年欧曲多杰羌遵照九世班禅大師生前的意愿筹資了
建造了這座時輪大塔」43）と述べられており、両者は一致しない。また、『中国建筑芸術史』においては、
「青海塔爾寺中某塔，从形制看也像是建于明代」44）（このティコルチョルテンを指している）とあり、時代
は更にさかのぼることになる。
　デセ・サンジェジャツォ（sde srid sangs rgas rgay mtsho1653-1705）によって書かれたチョルテン
に関する書籍である『mchod sdong ’dzam gling rgyan gcig gi dkar chags』45）では、建立するチョルテ
ンの構造を統一し、この後のチョルテンはこの様式で建立されることとなる。しかし、この資料に記載
されているチョルテンと上のティコルチョルテンは異なる点が多い。一つ例としては、ティコルチョル
テンの相輪が太い、そして、塔座46）の基段の数が少ない。そのように考えると、このティコルチョルテ
ンは17世紀以前の様式である可能性が高い。
3 　過門塔
　クンブム寺院では入寺時はチョルテンを通って入ることになっている。過門塔は過街塔とも呼ばれる。
チベット語に直接訳されている専用語はまた見られないが、筆者はゼゴチョルテン（’dzul sgo mchod 
rten）と訳す。ゼゴチョルテン（以下では過門塔とする）の源流については、周剑虹が以下のように述
42） 付平 摄 冶存荣編『藏传佛教视觉艺术典藏－寺院建筑』、青海人民出版社、2015年 5 月、86頁。
43） 前掲　拉科・益西多杰『莲花圣地 塔尔寺』98頁。
44） 中国艺术研究院编著、萧默主编『中国建筑艺术史』（下）、北京文物出版社、1999年 6 月、986頁。
45） デセサンジェジャツォ（sde srid sangs rgas rgay mtsho）『mchod sdong ’dzam gling rgyan gcig gi dkar chags』
西蔵人民出版社、1990年 4 月、314頁
46） 周剑虹「中国历代视觉文化资源的历史价值与当代意义―中国佛塔建筑」『走进藏式佛塔』四川美术出版社、2014年 4
月、533頁。
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べている。
過街塔是一種橫跨在道路道路兩邊的塔，自元代開始，多為喇嘛塔形，只要人從塔下經過，就算是禮
拜一次，不必燒香拜佛。47）
　その功能については、ソナムツェラン氏は以下のように述べる。
過街塔顧名思義，就是修建在街道中的佛塔，塔下有門洞可以使車馬行人通過。過街塔也稱過門塔，
就是將塔的下部修成門洞的形式，一般只容行人通過，不行車馬。建築格局和宗教功能均與過街塔相
差無幾，只是把塔的下面簡化地修城門洞的形式而已。這種塔都是在元代開始流行，所以門洞上面台
基上所建都是覆缽式喇嘛塔，有的是一塔，有的則是三塔或五塔並列。門洞上面的塔就是佛陀的象徵，
凡是從塔下門洞或塔門經過的人，就等同於給佛陀一次頂禮膜拜，做了功德。這就是佛教建造過街塔
和塔門的意義所在。48）
　以上の解説でわかるのは、過門塔の起源としては元代から始まり、その構造は、チョルテンの下に門
がある49）。その門を通り過ぎることは仏陀に一度礼拝したことと同じと考えられている。このような過門
塔は中国の数多くの地方に建造されている。クンブム寺院にも二つ過門塔がある。
図 9 　クンブム寺院北側の過門塔
この過門塔に関しては、拉科・益西多杰氏は次のように述べる。
在重建山門右上方的平台上原為四門塔，於公元1748年由三世賽多活佛主持興建。當人們去塔爾寺時，
因通道就在上面，所以必須由過塔門進入，過門塔在歷史上曾維修過幾次，1830年維修後，改為只有
南北兩門的過門塔，據傳塔內裝有宗喀巴大師的父母做飯用過的銅鍋。這座塔門呈方形，由拱門，塔
47） 塔座とはチョルテンの一番下の部分である。詳しくは、当智「チベット仏教におけるチョルテン建築の研究」、『文
化交渉―東アジア文化研究院生論集』、関西大学東アジ文化研究科、2019年11月、75-76頁を参照。
48） 前掲、ソナムツェラン『中国佛塔』、233頁。
49） チョルテンの大きさにより門の数が異なる、一般的には一門から三門で建立されている。
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座，塔身，塔頂組成。總高約11米，拱門部分高4.6米。塔的造型融合了藏族，漢族和回族磚雕的藝術
風格，形成了一種具有地方特色的塔型。現在公路改修在下方，入寺時不再經過這裡。50）
　18世紀に第三世ラマセルトがこの過門塔を建立し、19世紀初には一度復修されたことが分かる。現在
は塔門の上は菩提チョルテン形をしているが、塔瓶の上に円形の屋根が増設されている。その屋根は他
のチョルテンではほとんど見られないが、増設された理由は明らかになってない。
図10　クンブム寺院の三門で建立されている過門塔
　この過門塔は下部に三つの門があり、上部には三つのチョルテンが造られている。中央のチョルテン
は時輪のチョルテンと考えられており、右側は八大チョルテンに属する天降のチョルテンである。左側
のチョルテンは蓮華のチョルテンの様式で造られている。
4 　クンブム寺の八大チョルテン（bde gshegs mchod rten brgyad，如来八塔）
　この八大チョルテン（bde gshegs mchod rten brgyad，如来八塔）51）はクンブム寺院の広場に建立さ
れており、仏陀の「一生功徳」を表しているという。
50） 前掲　拉科・益西多杰、『莲花圣地 塔尔寺』93頁。
51） 八大チョルテンの名称と異なる点および各部分の名称、象徴していることについては、前掲　当智「チベット仏教
におけるチョルテン建築の研究」、『文化交渉―東アジア文化研究院生論集』、68-70頁を参照。
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図11　クンブム寺の八大チョルテン（bde gshegs mchod rten brgyad，如来八塔）
　この八大チョルテンが建造された年代については、『藏传佛教视觉艺术典藏－寺院建筑』によれば、「有
始建于1776年清乾隆41年的如来八塔」52）とされる。また、拉科・益西多傑氏は「塔高6.4米，青磚砌成塔
座四面磚雕花卉雲紋角，二層四面調共有八尊雪山獅高擎塔體，潔白色瓶形塔身，具有神秘宗教色彩」53）と
する。つまり、この八大チョルテンは、一目見たところ全て同じ構造を持った八つのチョルテンである
と考えられるかもしれないが、詳しく見ると全く異なるチョルテンであることがわかる。クンブム寺院
のチョルテンについてまとめると以下のようになる。
表 3 　クンブム寺院におけるチョルテン
年代 チョルテンの名称 建造者 所在地
1379年
セルドンチョルテン
（gser gdung mchod rten）
シャンザアチィ（shing bza’a a chos） 大金瓦殿
1590年
クドンチョルテン（霊塔）
（ダライラマ三世ソナムジャツォ）
クブム寺の僧衆 達瀬遍知殿
17世紀
クドンチョルテン
ラマ・ウセジャツォ
（bla ma ’od zer rgya mtsho）
クブム寺の僧衆 弥勒仏殿
不明
クドンチョルテン（霊塔）
リンチェン・ツォンディジェツェン
（rin chen・brtson ’grus rgyal mtshan）
クブム寺の僧衆 弥勒仏殿内
1629年
シャンチゥプ（byang chub）
チョルテン（菩提チョルテン）
第四寺主ペンポパ・シラプぺザン
（’phan po pa shes rab dpal bzang） 
クブム寺院北側
1748年 過門チョルテン クブム寺に出入口
1776年
ティコルチョルテン
（dus ’khor mchod rten）（時輪仏塔）
1776年
八大チョルテン
（bde gshegs mchod rten brgyag）
クブム寺院の広場
52） 前掲　付平 摄 冶存荣 編『藏伝佛教視覚芸術典藏―寺院建筑』、86頁。
53） 前掲　拉科・益西多杰『蓮華圣地 塔爾寺』、94頁。
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おわりに
　本稿は、チベット仏教ゲルク派に属するクンブム寺のチョルテンを中心として、2019年現在、クンブ
ム寺院に現存しているチョルテンの調査報告である。調査の内容としては、以下の三つ種類に分けられ
る。
　一つはツォンカパの母親が建造したセルドンチョルテンであり、クンブム寺おいて最初の建築物であ
る。このチョルテンは他の寺院に建立されているチョルテンと比較すると、塔から寺に拡大された「塔
爾寺」という特徴があり、現在は、クンブム寺の大金瓦殿に保存されている。
　二つは、霊塔であるが、クンブム寺の遍知殿にあるダライラマ三世の霊塔および、弥勒仏殿内に保存
されているラマ・ウセジャツォ、リンチェン・ツォンディジェツェンの霊塔について、建立年代及び、
様式を分析した。
　三つは、17-18世紀に建造されたチョルテンを「他のチョルテン」にまとめて論述した。
　以上の三点に基づき、クンブム寺院に現存しているチョルテンは、チベット仏教信者及び、観光者は
毎日数多くの人が崇拝されている。さらに、セルドンチョルテンはゲルク派として重要な価値がある。
つまり、クンブム寺院のチョルテンは、塔爾寺の文化、建築芸術、歴史の発展に対して重要な文化的価
値があり、そのうえ、チベット仏教のゲルク派及び、ツォンカパの仏教生涯、仏学思想体系の貴重な資
料であると言える。これはクンブム寺のチョルテンを調査して明らかにした次第であると考えている。

